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「健康意識に関する調査」の結果を公表 

 
 

 厚生労働省は、｢健康意識に関する調査｣を実施し、その結果をとりまとめましたの

で、公表します。 

 本調査は、健康に関する意識の傾向を捉え、「平成 26年版厚生労働白書」の作成等

に当たっての資料を得ることを目的として、平成 26年２月に実施したものです。 

 調査結果の概要を添付いたしますので、御参照ください。 

 

 

【調査結果例】 
 

● 「健康感」とその判断要素 

ふだんの健康状態について、自分を「非常に健康だと思う」と答えた人は 7.3％、「健康な方だ

と思う」と答えた人は 66.4％おり、合わせて 73.7％の人が自分を健康だと考えていた。 

 また、健康状態について判断する際に重視した事項としては「病気がないこと」が 63.8％で最

も多く、次いで「美味しく飲食できること」が 40.6％、「身体が丈夫なこと」が 40.3％となって

いた。 

 

● 「健康に関して抱える不安」 

 自身の健康についての不安が「ある」と回答した人が 61.1％となっていた。不安が「ある」と

回答した人に対し、不安の内容を尋ねたところ「体力が衰えてきた」が 49.6％と最も多く、次い

で「持病がある」が 39.6％、「ストレスが溜まる・精神的に疲れる」が 36.3％などとなっていた。 
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【調査の概要】 

 

１ 調査目的 

健康に関する意識の傾向を分析するため、全世代を対象に、健康状態や健康に対する意識、生

活習慣、死生観等に関する意識調査を実施した。 

 

２ 調査方法 

アンケート調査をみずほ情報総研株式会社に委託し、インターネットモニター会社に登録して

いるモニターに対し、回答を依頼した。 

 

３ 調査期間 

2014年２月 21日 (金)～2014年２月 26日 (水) 

 

４ 回答数 

・ 回答数  5,000件 

・ 居住地（全国 12ブロック）・年齢・性別による構成比に応じて割付を行った。 

   * 集計に当たっては、回収されたサンプルを母集団の構成にあわせて集計する、ウェ

イトバックを行った。 

      * ブロック分けは以下のとおりで、各ブロックに 416～417人割付 

     北海道、東北、関東Ⅰ（埼玉、千葉、東京、神奈川）、関東Ⅱ（茨城、栃木、群馬、

長野、山梨）、北陸（新潟、富山、石川、福井）、東海（静岡、愛知、岐阜、三重）、

近畿Ⅰ（大阪、兵庫、京都）、近畿Ⅱ（滋賀、奈良、和歌山）、中国、四国、北九

州（福岡、佐賀、長崎、大分）、南九州（熊本、宮崎、鹿児島、沖縄） 

   * 回答者の性別は、男性 2,373人、女性 2,627人 

   * 回答者の年齢は、20代 329人、30代 1,061人、40代 1,084人、50代 769人、60代

1,198人、70代 511人、80代 48人 

  

５ 調査項目 

●属性情報 

１）性別 

２）年齢 

３）居住地域 

４）家族構成 

５）最終学歴 

６）世帯年収 

７）職業 

●意識調査項目 

１）幸福感／幸福感の判断要素 

２）健康感／健康感の判断要素 

３）健康に関する不安の有無／内容 

４）自分の体型に関する感覚 

５）健康にとってのリスク 

６）健康に関する情報源への接触度／信頼度 

７）健康に関して必要な情報 

８）勤務先の健康づくりに対する評価 

９）居住自治体の健康づくりに対する評価 

10）健康のために支出してよい額／実際の支 

出額 

11）普段から健康について意識をしているか 

12）健康について気を付けていること 

13）健康に気を付けるようになったきっかけ 
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14）健康のために何も行っていない理由 

15）今後、健康のために気を付けたいこと 

16）健康のための食生活への配慮の有無 

17）健康のため食生活で気を付けていること 

18）健康食品やドリンク剤についての考え 

19）健康食品やドリンク剤の利用頻度 

20）睡眠で休養がとれているか 

21）不安や悩みを感じることの有無 

22）不安や悩みの具体的な内容 

23）不安や悩みがあるときの対応法 

24）不安や悩みを相談する相手 

25）休みがとれたらどのように過ごしたいか 

26）実際の休みの日の過ごし方 

27）何歳くらいまで生きたいか 

28）何歳くらいまで生きられると思うか 
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【参考：主な調査結果】 

１．健康状態・健康意識 

 現在の幸福感を 10 点（とても幸せ）から 0 点（とても不幸）で点数化したところ、「７

点」19.9％が最も多く、次いで「８点」19.0％などとなっており、平均は 6.38 点であった。 

 また、その幸福感を判断する際に重視した事項としては「健康状況」54.6％が最も多く、

次いで「家計の状況（所得・消費）」47.2％、「家族関係」46.8％などとなっていた。 
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Q5.現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても幸せ」を10点、「とても不幸」を0点とすると、何点くらい
になると思いますか。

1.8 1.1 2.8 5.5 5.5
17.8

11.4
19.9 19.0

7.7 7.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1.不幸せ-幸せ

(n=5000)

 

Q5-1.前問で幸福感を判断する際に、重視した事項は何ですか。（3つまで）
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20.9
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

家計の状況（所得・消費）

健康状況

家族関係

精神的なゆとり

就業状況（仕事の有無・安定）

友人関係

自由な時間

充実した余暇

趣味、社会貢献などの生きがい

仕事の充実度

職場の人間関係

地域コミュニティとの関係
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 普段の健康感については「健康な方だと思う」66.4％が最も多く、次いで「あまり健康

ではない」21.7％などとなっていた。 

 また、その健康感を判断する際に重視した事項としては「病気がないこと」63.8％が最

も多く、次いで「美味しく飲食できること」40.6％、「身体が丈夫なこと」40.3％などとな

っていた。 

Q6.あなたは普段、健康だと感じていますか。

7.3 66.4 21.7 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100% 非常に健康だと思う

健康な方だと思う

あまり健康ではない

健康ではない
 

Q6-1.前問で健康感を判断する際に、重視した事項は何ですか。（３つまで） 

63.8

40.6

40.3

27.6

19.1

13.6

11.9

11

9.5

6.4

3.1

2.6

1.5

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70

病気がないこと

美味しく飲食できること

身体が丈夫なこと

ぐっすりと眠れること

不安や悩みがないこと

家庭円満であること

幸せを感じること

前向きに生きられること

生きがいを感じること

人間関係がうまくいくこと

仕事がうまくいくこと

他人を愛することができること

他人から認められること

その他

(％)

 

 

 自身の健康についての不安が「ある」と回答した者が 61.1％となっており、その不安の

内容としては「体力が衰えてきた」49.6％が最も多く、次いで「持病がある」39.6％、「ス

トレスが溜まる・精神的に疲れる」36.3％などとなっていた。 
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Q7.あなたは健康に関して何らかの不安をお持ちですか。

61.1 38.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

 

Q8.■前問で健康に関して何らかの不安が「ある」とお答えの方にお伺いします■あなたの抱えてい
る健康に関する不安はどれだとお考えですか。（いくつでも）

39.6
19.0
17.9

49.6
36.3

26.2
27.3

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持病がある

がんにかかるのが怖い

心筋梗塞・糖尿病などが怖い

体力が衰えてきた

ストレスが溜まる・精神的に疲れる

歯が気になる

肥満が気になる

その他（＿）
 

 

 また、自身の体型については「ちょうどよい」46.3％が最も多く、「太り気味である」

40.8％、「痩せ気味である」12.9％となっていた。 

Q9.あなたの体型について、ご自身でどう思いますか。

40.8 46.3 12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
太り気味である

ちょうどよい

痩せ気味である

 

 

 自身の健康にとって最もリスクとなることとしては「生活習慣病を引き起こす生活習

慣」41.9％が最も多く、次いで「加齢や遺伝」17.3％、「災害や交通事故といった不慮の事

故」11.7％などとなっていた。 
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Q10.あなたの健康にとって、最もリスクとなることはどれだとお考えですか。

41.9 4.9

2.6

11.0 7.0 11.7 17.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活習慣病を引き起こす生活習慣

インフルエンザなどの感染症

大気汚染、水質汚濁などの環境汚染

食中毒などの食品汚染

精神病を引き起こすようなストレス

医療事故

花粉症、アトピーなどのアレルギー

災害や交通事故といった不慮の事故

加齢や遺伝

その他（＿）
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 健康に関する情報源の信用度と接触度についてみると、「非常に信用している」との回

答が最も多いのは「かかりつけの医師」20.4％であり、次いで「大学や病院、診療所」12.2％

などとなっていた。一方で、「いつも接している」との回答が最も多いのは「インターネ

ット」32.5％であり、次いで「テレビ・ラジオ」31.9％、「新聞」23.7％などとなっていた。 

 

Q11.あなたは、1～12の健康に関する情報をどの程度信用できるとお考えですか。

非常に信用している

4.1

5.9

2.5

2.5

7.2

20.4

2.8

12.2

5.7

まあ信用している

66.4

70.3

46.2

50.4

53.1

72.3

70.3

54.2

70.7

65.7

40.2

16.1

あまり信用していない

25.0

19.5

46.2

41.0

40.8

18.1

7.9

37.8

15.1

25.2

51.0

61.9

全く信用していない

4.5

4.3

6.2

6.1

3.6

2.4

5.3

3.3

7.5

21.4

1.テレビ・ラジオ

(n=5000)

2.新聞(n=5000)

3.総合雑誌(n=5000)

4.健康雑誌(n=5000)

5.インターネット

(n=5000)

6.家庭向け医学書

(n=5000)

7.かかりつけの医師

(n=5000)

8.シンポジウム・講演

会(n=5000)

9.大学や病院、診療

所(n=5000)

10.保健所や自治体

(n=5000)

11.友人・口コミ

(n=5000)

12.広告・チラシ

(n=5000)
 

 
Q12.前問でお聞きした健康に関する情報に、どの程度接していますか。

いつも接している
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1.テレビ・ラジオ

(n=5000)

2.新聞(n=5000)
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(n=5000)

6.家庭向け医学書

(n=5000)

7.かかりつけの医師

(n=5000)

8.シンポジウム・講演

会(n=5000)

9.大学や病院、診療

所(n=5000)

10.保健所や自治体

(n=5000)

11.友人・口コミ

(n=5000)

12.広告・チラシ

(n=5000)
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 健康に関して必要な情報としては「からだについての情報」50.9％が最も多く、次いで

「医療・医療施設についての情報」46.7％、「食事・栄養についての情報」35.7％などとな

っていた。 

Q13.健康に関してどのような情報が必要だとお考えですか。（3つまで）

50.9
46.7

23.5
25.1

5.5
3.9

35.7
29.0

6.5
11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

からだについての情報

医療・医療施設についての情報

運動についての情報

休養・ストレスについての情報

お酒と健康についての情報

タバコと健康についての情報

食事・栄養についての情報

健康診断についての情報

健康づくりのための国・自治体等の目標値

特にない
 

 

 回答者が勤務する企業・団体における社員の健康づくりへの取り組み状況としては「あ

まり取り組んでいない」34.3％が最も多く、次いで「どちらかというと取り組んでいる」

31.5％などとなっていた。 

 一方、回答者が居住する自治体における住民の健康づくりへの取り組み状況としては

「どちらかというと取り組んでいる」34.0％が最も多く、次いで「あまり取り組んでいな

い」32.2％などとなっていた。 

Q14.あなたの勤務する企業・団体等は、社員の健康づくりに積極的に取り組んでいるとお考えですか。

6.3 31.5 34.3 17.8 10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100% 積極的に取り組んでいる

どちらかというと取り組んでいる

あまり取り組んでいない

全く取り組んでいない

わからない
 

Q15.あなたの居住する自治体は、住民の健康づくりに積極的に取り組んでいるとお考えですか。

4.5 34.0 32.2 7.8 21.5

0% 20% 40% 60% 80% 100% 積極的に取り組んでいる

どちらかというと取り組んでいる

あまり取り組んでいない

全く取り組んでいない

わからない
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２．健康行動 

 １カ月間に自身の健康のための出費してもよいと考える金額、実際の出費額についてみ

ると、出費してもよいと考える金額は平均 3,908 円であり、実際の出費額は平均 3,049 円

であった。なお、ここでいう「健康のための出費」とは、いわゆる健康食品やドリンク剤、

運動・フィットネスのための施設利用料や運動・健康器具の購入費のことであり、医療費・

介護費・薬剤費は含めていない。 

Q16.あなたは1カ月間にご自身の健康のためにいくらくらいまで出費してもよいとお考えですか。また、あなたは
最近の1カ月間に実際にはいくらくらい出費しましたか。

0円

10.6

27.9

1円～999円

14.5

16.4

1,000円～4,999円

45.1

32.4

5,000円～9,999円

20.1

13.5

10,000円以上

9.8

9.8

1.出費してもよいと

考える額(n=5000)

2.実際に出費してい

る額(n=5000)
 

 

 普段からの健康意識については「健康のために生活習慣には気をつけるようにしてい

る」36.7％が最も多く、次いで「病気にならないよう気をつけているが、特に何かをやっ

ているわけではない」32.5％などとなっていた。 

 さらに、「健康のために積極的にやっていることや、特に注意を払っていることがある」、

または「健康のために生活習慣には気をつけるようにしている」と回答のあった者に具体

的に健康に気をつけていることを尋ねたところ、「食事・栄養に気を配っている」69.2％

が最も多く、次いで「過労に注意し、睡眠、休養を十分とるよう心がけている」55.6％な

どとなっていた。 

Q17.あなたは普段から健康に気をつけるよう意識していますか。

17.2 36.7 32.5 13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康のために積極的にやってい

ることや、特に注意を払っている

ことがある

健康のために生活習慣には気を

つけるようにしている

病気にならないように気をつけて

いるが、特に何かをやっているわ
けではない

特に意識しておらず、具体的に

は何も行っていない
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Q18.健康に気をつけていることは、具体的に何ですか。（いくつでも）

55.6

69.2

19.4

45.6

48.5

15.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過労に注意し、睡眠、休養を

十分とるよう心がけている

食事・栄養に気を配っている

酒・タバコを控えている

定期的に健康診断を受けている

運動やスポーツをするようにしている

新聞・テレビ・雑誌などで健康の

情報・知識を増やすようにしている

その他（＿）

 

 

 また、健康に気をつけるようになったきっかけとしては「自分が病気をしたので」27.2％

が最も多く、次いで「以前からやっていたので特にない」23.0％、「家族や友人が病気を

したので」15.4％などとなっていた。 

Q19.あなたが健康に気をつけるようになったきっかけは何ですか。

27.2 15.4 8.7 9.2 3.6 8.0 3.6 23.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分が病気をしたので

家族や友人が病気をしたので

医師などの勧めがあって

新聞・雑誌・テレビなどの健康記

事や番組を見て

家族や友人の勧めがあって

厄年、子供の誕生、更年期など

人生の節目にあたって

保健所や役所などのパンフレット

や講演会などで知って

その他（＿）

以前からやっていたので特にな

い
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 一方、「病気にならないよう気をつけているが、特に何かをやっているわけではない」、

または「特に意識しておらず、具体的には何も行っていない」と回答した者にその理由を

尋ねところ、「特に理由はない」31.0％が最も多く、次いで「何をどのようにやったらよ

いかわからない」19.8％、「忙しくて時間がない」16.2％などとなっていた。 

Q20.あなたが健康のために特に何も行っていない理由として、あなたの考えに近いものを選んでください。

16.2 9.9 14.6 3.13.9 19.8 31.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

忙しくて時間がない

健康なので特に何もする必要は

ない
経済的なゆとりがない

健康上の理由からやれない

施設や機会がない

何をどのようにやったらよいかわ

からない
一緒にやる仲間がいない

特に理由はない

 

 

 回答者全員に対して、今後健康のために気をつけたいことを尋ねたところ「食事・栄養

に気を配りたい」56.5％が最も多く、次いで「過労に注意し、睡眠、休養を十分とるよう

心がけたい」55.5％、「運動やスポーツをするようにしたい」51.4％などとなっていた。 

Q21.あなたは今後、健康のために気をつけたいことはありますか。（いくつでも） 

 

56.5 

55.5 

51.4 

39.0 

16.4 

10.8 

0.6 

8.0 

0 10 20 30 40 50 60

食事・栄養に気を配りたい

過労に注意し、睡眠・休養を…

運動やスポーツをするようにしたい

定期的に健康診断を受けるようにしたい

酒・タバコを控えたい

新聞・テレビ・雑誌などで健康の情報・知…

その他

特にない

(％)
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３．生活習慣 

 自身の健康のために食生活に「気をつけていると思う」と回答した者は 68.8％であり、

具体的に気をつけていることとしては「朝昼晩と１日３回規則正しく食べている」66.7％

が最も多く、次いで「栄養のバランスを考えて、色々な食品をとる」51.6％、「ホウレン

草、ニンジンなど緑や黄色の濃い野菜を食べている」47.5％などとなっていた。 

Q22.あなたは健康のために食生活に気をつけていると思いますか。

68.8 31.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

気をつけていると思う

気をつけていると思わない

 

Q23.具体的に気をつけていることは何ですか。（いくつでも）

66.7

25.1

30.9

16.8

24.3

30.0

51.6

38.1

37.9

31.8

47.5

44.3

37.2

47.2

44.3

45.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

朝昼晩と1日3回規則正しく食べている

間食や夜食はとらない

腹8分目を心がけている

じっくり時間をかけて食べている

家族そろって食べている

外食をしすぎないようにしている

栄養のバランスを考えて、色々な食品をとる

塩分を控えている

油分を摂りすぎないようにしている

海藻類を食べている

ホウレン草、ニンジンなど緑や黄色の

濃い野菜を食べている

生野菜を食べている

果物を食べている

魚・肉・卵などを食べている

牛乳・乳製品を食べている

大豆・豆製品を食べている

その他
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 いわゆる健康食品やドリンク剤の健康に対する影響への考え方についてみると「ある程

度健康によいと思う」57.5％が最も多く、次いで「あまり健康によいとは思わない」32.2％

などとなっていた。一方で、実際の飲食の程度については「何度か試したことはある」

38.9％が最も多く、次いで「時々飲食している」30.0％などとなっていた。 

Q24.あなたは、いわゆる健康食品やドリンク剤と呼ばれるものについてどのようにお考えですか。

57.5 32.2 8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100% 非常に健康によいと思う

ある程度健康によいと思う

あまり健康によいとは思わない

全く健康によいとは思わない
 

Q25.あなたは、実際にはいわゆる健康食品やドリンク剤と呼ばれるものをどの程度飲んだり、食べた
りしていますか。

12.2 30.0 38.9 18.9

0% 20% 40% 60% 80% 100% 常用している、よく飲食している

時々飲食している

何度か試したことはある

全く飲食したことはない
 

 

 睡眠や休養については「まあとれている」52.0％が最も多く、次いで「あまりとれてい

ない」27.4％などとなっていた。 

Q26.あなたは、いつもとっている睡眠で休養が充分とれていると思いますか。

12.7 52.0 27.4 5.12.8

0% 20% 40% 60% 80% 100% 充分とれている

まあとれている

あまりとれていない

全くとれていない

わからない
 

 

 不安や悩みについては「ときどき感じる」54.2％が最も多く、次いで「あまり感じない」

25.7％などとなっていた。 

Q27.あなたは不安や悩みを感じることはありますか。

16.0 54.2 25.7 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100% いつも感じる

ときどき感じる

あまり感じない

全く感じない
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 さらに、不安や悩みを「いつも感じる」、または「ときどき感じる」と回答した者にそ

の具体的な内容を尋ねたところ、「自分の健康・病気」44.5％が最も多く、次いで「収入・

家計・借金」41.9％、「生きがい・将来のこと」41.2％などとなっていた。 

 また、不安や悩みがあるときの対処としては「のんびりする時間をとる」33.9％が最も

多く、次いで「趣味・スポーツに打ち込む」26.4％、「寝てしまう」26.0％などとなってい

た。 

 そして、不安や悩みの相談相手としては「配偶者」31.3％が最も多く、次いで「相談す

る相手はいない」27.9％、「友人・知人」20.9％などとなっていた。 

Q28.あなたの不安や悩みの内容は具体的にどのようなものですか。（いくつでも）

20.4
1.4
9.4
23.3

11.2
6.9

44.5
41.2

4.5
27.3

1.1
11.6
8.1
8.3
11.9

41.9
13.0
9.6
2.5
10.3
3.3
2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場の人づきあい

学校の友達づきあい

地域の人づきあい

家族関係

親族づきあい

話し相手がいない

自分の健康・病気

生きがい・将来のこと

することがない

仕事上のこと

自分の学業・受験・進学

身近な人の死

家事

育児・出産

子供の教育

収入・家計・借金

住まい

自宅のまわりの生活環境

通勤・通学

社会問題

その他（＿）

わからない
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Q29.あなたは、不安や悩みがあったときにどうしていますか。（いくつでも）

26.4
33.9

2.7
8.9
18.1
17.2
19.9

2.4
7.4
17.2
2.7
15.2
25.5

4.9
26.0

18.1
12.9
5.1
2.5
12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味・スポーツに打ち込む

のんびりする時間をとる

保健所・医療機関などで相談する

動物（ペット）と遊ぶ

何か食べる

買い物をする

テレビを見たり、ラジオを聴く

ギャンブル・勝負ごとをする

タバコを吸う

音楽を聴く

アロマテラピーを利用する

酒を飲む

人と喋ったり、話を聞いてもらう

カラオケで歌う

寝てしまう

じっと耐える

積極的に自分で解決する

見て見ぬふりをする

その他（＿）

特になし
 

Q30.あなたは、不安や悩みを主に誰に相談していますか。

31.3
6.0
5.8
20.9

0.5
0.4
1.8
0.0
3.6
0.2
0.2
1.4

27.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

配偶者以外の家族

実家の親

友人・知人

近所の人

職場の上司

職場の同僚や後輩

教師

医師

保健師など

民生委員・ヘルパーなど

その他（＿）

相談する相手はいない
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 休暇・休日の過ごし方の希望としては「ドライブや小旅行に出かける」45.1％が最も多

く、次いで「運動・スポーツ・散歩などをする」33.7％、「何もせずにゴロ寝で過ごす」

24.7％などとなっていた。一方、実際の休暇・休日の過ごし方としては「インターネット

をして過ごす」41.5％が最も多く、次いで「テレビを見たり、ラジオを聴いたりして過ご

す」31.4％、「何もせずにゴロ寝で過ごす」25.0％などとなっていた。 

 

ｎ

何
も
せ
ず
に
ゴ
ロ
寝

で
過
ご
す

テ
レ
ビ
を
見
た
り

、

ラ
ジ
オ
を
聴
い
た
り

し
て
過
ご
す

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
を

し
て
過
ご
す

子
ど
も
と
遊
ん
だ
り

し
て

、
家
族
と
と
も

に
家
で
過
ご
す

運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
・

散
歩
な
ど
を
す
る

ド
ラ
イ
ブ
や
小
旅
行

に
出
か
け
る

新
聞
・
雑
誌
・
本
を

読
む

音
楽
を
聴
く

碁
・
将
棋
・
マ
ー

ジ

ャ
ン
な
ど
を
す
る

手
芸
・
庭
い
じ
り
・

日
曜
大
工
な
ど
を
す

る 家
事
を
す
る

仕
事
・
勉
強
を
す
る

映
画
等
の
娯
楽
施
設

に
出
か
け
る

シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
買

い
物
を
す
る

地
域
や
社
会
の
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活

動
を
す
る

そ
の
他

1.希望 5000 1236 1000 1229 621 1686 2256 639 571 93 738 260 273 723 1144 235 268
100.0 24.7 20.0 24.6 12.4 33.7 45.1 12.8 11.4 1.9 14.8 5.2 5.5 14.5 22.9 4.7 5.4

2.実際 5000 1250 1571 2076 619 954 785 639 491 68 511 715 196 263 987 131 284
100.0 25.0 31.4 41.5 12.4 19.1 15.7 12.8 9.8 1.4 10.2 14.3 3.9 5.3 19.7 2.6 5.7

Q31.あなたはもっと休みがとれたら、どのように過ごしたいですか。また、実際は休日をどのように過ごすことが多いと思いますか。（「希望」と「実
際」のそれぞれについて、3つまでお答えください）

24.7 20.0 24.6
12.4

33.7
45.1

12.8 11.4
1.9

14.8
5.2 5.5

14.5
22.9

4.7 5.4

25.0 31.4
41.5

12.4
19.1 15.7 12.8 9.8

1.4
10.2 14.3

3.9 5.3

19.7

2.6 5.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1.希望(n=5000) 2.実際(n=5000)
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４．死生観 

 何歳まで生きたいかという設問に対しては平均 79.6 歳との回答であり、実際に生きら

れる年齢については平均 77.6 歳との回答であった。 

 

Q32.あなたは何歳ぐらいまで生きたいと思いますか。
値

全体 5000
平均値 79.6
最小値 22.0
最大値 120.0  

 

Q33.あなたはご自身が何歳ぐらいまで生きられると思いますか。
値

全体 5000
平均値 77.6
最小値 25.0
最大値 120.0  

 


